
令和4年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査問題解答例

専門科目(5 士木工学).
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ア

水平方向(X方向)の力の釣合い,鉛直方向(Y方向)の力の釣合い,

りでのモーメントの釣合い

ΣX = 0 ; H + 3四=0

より

Σγ= 0

ΣU = 0 ; P ・2ι一 2四・ι一 P・2ι= 0

H

イ

節点法を用いてトラス構造の軸力を求める。

-3P , P -2P , P 2P

節点Aおよび節点Cにおける力

まず,節点Aにおける鉛直方向

y = 0 -2P= 0
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節点Cにお

0である。

IV。

,

Nd

の釣合い(上図)より,部材dの軸力Ⅳdを求める。

(Y方向),水平方向(X方向)の力の釣合いより

Ⅳ。.2●IP (引張)よって

-3P = 0

ΣX = 0

ける釣合いを考える 0

したがって,点Cにお

N。

Σy = 0
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N +^N -N =0
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ン十P=0

まず,点Bが口ーラー支持であるととか

ける水平および鉛直方向の力の釣合いよ

よって

よって

P (引張)
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節点Dにおける水平方向(X方向)の釣合いより

D
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ΣX = 0 ; 2P十N -^N。= 0
'.、Vラ'゜、

ウ

IVC

点Bにおける鉛直方向(Y方向)の力の釣合いより,部材fの軸力Ⅳf=-2 P (圧

縮)であるので,軸応力度σfはつぎのように求められる。

2PNf
σf

冱 』

また,軸ひずみεf,伸びδfはつぎのように求められる。

Ng

2円ι

五亙
(節点Gは下方向に変位する)

よって

ε

コニ

0

節点Gの鉛直変位は部材jと部材fの伸びの和である。部材jの軸力Mは明らかに0

であるので,部材jの伸びδj は0である。部材fの伸びδfは,設問ウで求められてい

る。δfの符号が負であることは部材が縮むことを意味している。したがって,節点

Gの鉛直変位UGはつぎのように求められる
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ア.

水平方向の力の釣り合いより

ΣX=HA=0

鉛直方向の力の釣り合いより

Σy=P -W・ι=0

PA =Wι

,

固定された点Aを中心としたモーメントの釣り合いより

Σ〆ψ'・'←.)・0
UA

,

イ

断面二次モーメント

H4-h4 1 4
1.=^=^(16×104' 12 12

HA =0

ウ

固定した点Aにおけるはりの曲げモーメントUAは設問アより

UA

であるため,諸条件より,

=ーー.1.0.502 =-3750 kN ・ cmUA

は,

-1×104)=1250o cm4

PA =Wι

,

2

曲げモーメントによる最大縁応力度の絶対値は前問の結果を用いると
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(D

ア ④υ1=y西瓦^テ

Q = CQsdυ1 = C。sdy三五て万^J

水槽における水の体積減少量

パイプから流出した水の体積

a)=(2)より一S。dh = Q dt.

(3)の右辺はイの結果を用いて

dh Q cosdV三云て元^テ

イ

ウ

dt

・.ぞ*0五t"1,←*一妥厘)け祉光ξ〒*畍●加
手責分して,

jマ元、j吐
より,2y元、t元1=Bt+C (C.積分定数)なので

B C
、ク;二万1=-t+ー

=0

Sa

さらに

-s dh

q dt

0 =CQsdy三亙て^

Sa

..

dh

dt

(D

となる

0

となる

(2)

(3)

0

条件より,

0

dh

dt

が得られる

CQsdy三云で元^ヲ

から

のとき h=H なので積分定数はC=2y五丁元1 となり,
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[別解]定積分により解を求める。

より

H/2 dh tH/2

ι゛む・1"ル

[2ψFπa"ξ 召 tH/2

-1(1・小戸・1

・轟訊戸・円

これより

、

、

5 nl/S

で

が得られる。

、

( 2 )

B=
CQsdy乞酉
Sa

I×0.5

1.1×10-6

ア

とする。

a

b

限界水深

C

限界流

d

2/3 Emin
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D
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ウ

4

代表長さ(魚の体長)をし,速度(魚の遊泳速度)を Uとするとレイノルズ

υι

となる。水槽の流速をυ挽とするとレイノルズ数は一定数は Re=^^
ν

。よって, U机= 0.5÷ 0.1= 5 m/Sより ,

5

^^

'、^、^

I×0.5

.1×10-6

υ7πXO,1

1.1×10-6



[ 3 ]
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2

エベネザー ・ノ＼τフ

3

田園都市

4

職住

5

1968

6

区域区分

7

用途地域

8

マスタープラン

9

ド(ハワ

士地区画整理

10

減朱

11

保留地

12

関東大震災(関東地震,関東大地震)

ド)

戦災復興
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ア 目的関数

イ 制約条件

Z 3χ1 + 2χ2 一→ lnax

ウ

3χ1

χ]

χ1

χ2

+χ2

+χ2

最適な割り当て作業員数

総利益 Z = 3 十2

1200

800

χ1 200 [人],

χ2

1200 '

Z=3χ1+h2

900

800

工事 1 200 [人],

3 × 200 + 2 × 600
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600 [人],
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[万円]

、

、

、

六、、

、

C(200,60の
、、、
、、
、

L、

1 3χ]+χ2=1200χ1十χ2=800 1
L-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、ーーーーーーーーーー』、ーーーー』一一』』一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.、ーーーーーー、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、ーーー』一』_______'

、
ユ

、

λ
、

、

＼
、

、

、

0

t'

、

、

,1 1

、
ー、、

、
、

,",ー 、
、

、

、
、
1

、

、
1

、
、

400 '、、

、

、

600 800

く
一
く
一

0>
一
塗 0

2]

メ
一

、
、



(3 )

環境影響評価(環境アセスメント)

2 最小二乗法

3 重相関(決定,相関)

4 交通密度

5 配分


